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地球という惑星はその表面の 70％が海水で覆われている。海洋 

には陸上には見られない独特の生活様式を有する動物、植物が生息 

しており、これらの生物に関する研究は近年盛んに行なわれるよう 

になった。特に海洋生物が生産する二次代謝産物についての科学的 

関心は、この十年間を見ると対数的に増加しつつある。この主な理 

由は、海洋生物から強い毒性、抗菌性、抗腫よう性などを有する重 

要な物質が続々と単離されつつあること、また、それらの化学構造 

がこれまで陸上生物から得られた二次代謝産物のものと著しく異な 

る新奇なものであることなどを挙げることが出来る。 

我々はこの十数年に亙って海洋生物が生産する生理活性天然物 

の研究を行なってきたが、本講演においては、（1）褐藻サナダグサ 

が生産する抗腫よう性ジテルペン、（2）アメフラシから得られる抗 

腫よう性含ハロゲンモノテルペン、（3）紅海産スポンジから得られ 

る生理活性アルカロイドを中心とした話題を提供する。また、それ 

らの構造決更における近代的 NMR 技法、さらに二級アルコールを 

有する化合物の絶対構造の NMR 的決定法についても言及する。 

次ページ以下に講演に関係する化合物のリストを付けたので参 

考にしていただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 


